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力
作

募
集
中

新
田
の
碑

飯
倉
新
田
を
歩
く

匝瑳

探訪
94

飯倉新田の成り立ちを記す新田の碑

　

市
内
に
は
飯
塚
新
田
、
内
山
新

田
、
金
原
新
田
な
ど
「
新
田
」
と

呼
ば
れ
る
集
落
が
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。
現
在
の
大
字
は
、
１
５
９

１
年
に
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
着
手

さ
れ
た
「
天
正
検
地
」
に
よ
っ
て

村
域
が
定
ま
っ
た
江
戸
時
代
の
村

が
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
に

わ
ず
か
に
残
る
天
正
検
地
帳
か
ら
、

ほ
と
ん
ど
の
村
む
ら
が
こ
の
時
期
、

４
２
０
年
ほ
ど
前
の
１
５
９
０
年

代
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
低
湿
地
の
沼
池
な
ど
が
新

田
に
干
拓
さ
れ
、
人
家
が
で
き

「
新
田
集
落
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

飯
倉
新
田
は
、
１
基
の
石
碑
に

よ
っ
て
成
り
立
ち
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
現
在
飯
倉
新
田
集
会

場
の
立
つ
場
所
に
数
基
の
石
仏
や

石
碑
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
「
開
山　

良
無
居
士

霊
」
と
書
か
れ
た
石
碑
が
あ

り
ま
す
。
碑
の
左
右
両
面
に

刻
ま
れ
た
文
字
か
ら
、
次
の

よ
う
な
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

周
辺
の
新
田
の
干
拓
が
進

み
、
幕
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た

代
官
の
小
林
半
兵
衛
に
よ
っ

て
検
地
が
行
わ
れ
１
６
９
３

年
３
月
に
屋
敷
割
、
つ
ま
り

民
家
の
敷
地
が
決
め
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
３
２

０
年
ほ
ど
前
に
飯
倉
新
田
集

落
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

半
兵
衛
は
、
上
州
新
町
村

（
現
在
の
群
馬
県
桐
生
市
）

生
ま
れ
で
、
代
官
と
し
て
の

役
目
を
終
え
た
後
、
こ
の
地
で
出

家
し
僧
侶
と
な
り
修
善
院
と
い
う

寺
を
開
い
た
の
で
し
ょ
う
。
１
６

９
８
年
11
月
25
日
に
亡
く
な
り
、

三
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
１
７
３

０
年
霜
月
（
11
月
）
に
「
施
主
新

田
中
」、
つ
ま
り
飯
倉
新
田
の
人
た

ち
が
施
主
と
な
っ
て
こ
の
石
碑
を

立
て
た
の
で
し
た
。

　

修
善
院
は
１
７
９
５
年
の
記
録

に
記
載
は
あ
る
も
の
の
、「
良
無

居
士
」
以
外
の
墓
石
が
見
当
た
ら

な
い
の
で
、
無
住
の
時
代
が
続
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

寺
跡
と
み
ら
れ
る
集
会
場
敷
地

内
に
あ
る
石
宮
な
ど
に
は
、「
飯

倉
村
新
田
」「
当
邑
新
田
中
」「
砂

子
」
な
ど
刻
ま
れ
、
集
落
が
一
体

で
活
動
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

明
治
３
（
１
８
７
０
）
年
飯
倉

新
田
の
人
た
ち
は
、「
家
族
残
ら

ず
、
永
世
神
葬
祭
つ
か
ま
つ
り
た

く
」
と
当
時
の
県
庁
に
「
神
葬
祭

願
い
」
を
提
出
し
、
同
７
年
に
亡

く
な
っ
た
人
を
神
葬
祭
で
埋
葬
し

た
そ
う
で
す
。

　

写
真
撮
影
の
た
め
集
会
場
に
行

き
ま
し
た
が
、「
新
田
の
碑
」
は
残

念
な
が
ら
倒
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
地
域
の
歩
み
を
伝
え
る
貴
重

な
石
碑
な
の
で
す
。

（
元
市
職
員
・
依
知
川
雅
一
）
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秘
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課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
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お
お
あ
ざ

り
ょ
う
む　

こ　

じ

て
ん
し
ょ
う
け
ん　

ち

川　　

柳

髙
梨　

果
宝 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

川
口　

城
司 

推
薦

待
春
の
息
を
ひ
そ
め
て
川
流
る 

内　

山　
　
　

椿　
　

和
枝

梅
日
和
天
守
さ
さ
え
る
野
面
積
み 

長　

谷　
　
　

宇
野
と
し
子

秋
吉
台
野
焼
き
の
漢
風
を
読
み 

八
日
市
場
ロ　

高
安
せ
い
子

畦
焼
き
の
匂
ひ
の
消
え
ぬ
野
良
着
か
な 

上
谷
中　
　
　

太
田
三
樹
夫

松
籟
と
湯
音
の
茶
室
春
は
じ
め 

春　

海　
　
　

浜
野　

隆
志

炎
が
風
を
風
が
炎
を
呼
び
野
火
走
る 

登　

戸　
　
　

伊
藤　

さ
く

登
校
児
寒
の
農
道
ま
っ
し
ぐ
ら 

栢　

田　
　
　

伊
藤　

定
子

枯
草
の
足
に
や
さ
し
く
ま
つ
わ
れ
る 

今　

泉　
　
　

野
仲　

妙
子

窓
々
を
開
け
て
初
日
を
招
じ
け
り 

栢　

田　
　
　

石
田　
　

健

肝
胆
を
照
ら
し
飲
ん
で
る
美
味
い
酒 

八
日
市
場
イ　

鈴
木
十
世
志

招
か
れ
て
ど
れ
を
着
よ
う
か
披
露
宴 

八
日
市
場
ホ　

菱
木　

静
枝

春
を
待
つ
友
へ
ウ
イ
ン
ク
蕗
の
薹 

長　

谷　
　
　

石
毛
惣
一
郎

ほ
ん
わ
か
と
梅
咲
き
か
お
り
春
間
近 

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

全
快
で
退
院
す
る
と
言
う
知
ら
せ 

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

受
話
器
取
る
耳
に
赤
子
の
呱
呱
の
声 

飯　

塚　
　
　

鈴
木
ツ
ネ
子

世
界
中
朗
報
を
待
つ
ソ
チ
五
輪 

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

血
と
汗
を
ソ
チ
で
示
し
た
心
技
体 

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

大
寒
で
も
梅
一
輪
も
耐
え
て
い
る 

川　

辺　
　
　

及
川　

利
道

＆

こん包の規格など（必ず守ってください）

15 広報そうさ H 26. 3. 1


